
■ 半 促 成 イテ ゴの ハ ウス ビニ ール を早 期被覆 した 場合 の 内部保 温 の時期

'1      岩 手園試南部分場

L 背 景と特徴

ハウスピユエル早期被覆の方法が過繁茂の制御と冬枯れ防止に効果的であり、
｀
増収と品質向

上に結びつくことが昨年度の試験の結果 (50年 度指導上の参考事項 )明かになづているとこ

ろであるが、更に進めて外部被覆は過繁茂制御と冬枯れ防止が可能な範囲の時期に行 うものと

して、これに対する内部保温時期の、草型、収量、品質、収4‐E期等への影響について検討を続

けている。

本年度はハウスピニールを 12月 上旬に被覆した場合の結果を参考に供 したい。

そ 技 術内容                        ` “

(1)外 部被板を 12月 10日 に行った場合、内部保温時期は 12月 30日 ～ 1月 31日 の間が

良い範囲である。 (但 じ作年の12月 10日 は 5c以 下の低温経過量 313hの 時点であり、

それぞれの内部保温時期の低温経過は次のと多りであるも )

外部被覆
時期と低
温経過量

12月 10日 (5C以 下低温経過量 313h)

温
期緋内時

内部保温
時の 5℃

以下低温
経過量

1 2 )弓10日

株命

12月10日
O  A  1 0 p p m

313 h

12ザ己10日

無処理

313 h

12デ320日

443 h

12ナJ30日

611 h

1月 10日

784 11

1月 20日

923h

1月30日

1,074h

草 高 c″ 12.3 14.3 ８〔Ｙ〔〉
〓

，

一 27.3

収柱 (10a
当 ) 枠

大呆率 打

2 , 9 8 5

6 0。1

2,679

87.1

2,613

46.7

3,672

50.6

3,828

53.2

4,056

52.7

4,031

49.8

3,911

43.6

適 応 性 ○ △ △ ① ◎ ◎ ◎ ◎
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作型、栽堵型 外部被覆 内 部 保 品
収 量 割  合

特 徴

3月 4月 5月

4月 どレ 12月10日 12月10日無処理

12月10日OA

"
5。2

20.4

拷
58。4

63.6

"
36.4

16.0

0収 量が物足 りない

。質 も収量 も物足 りない

4～ 5月 どり

12ダ弓10日 12月10日株冷 3.4 50.7 45。9 0質 は特に良いが収量が楠低い

12月20日 53.6 44.4 O質 は良いが収量が補低い

12月 30日 0。3 56.3 43.4 0質 も良 く収量 も高い

1月 10日 38。7 61.3 0質 も良 く収量が高い

5月 どり 12月 16日 1月20日 68.2 0収 量高 く質 も低ほ良好

1月31日 20.9 0収 量高い、草高補 イ々申へ 質補第

(21 目際とする収穫期に対する内部保温の時期は次のと多りである。

注 5月 どり栽培には外部被覆 11月 下旬、内部保温 1月下旬の組合せも良い結果であった。

(50年 度 普 及指導上の参考事項参照 )

(3)草 型作出の目標は収穫期又収穫直前の時点の革高で 23筋 前後とする。  :

141 外部被覆後内部保温に至る期間は昼間最高温度 15C前 後を目標に換気 し夕方 ビニールをと

じ保温に努める。| 工 ・       | |

& 指 導上の留意点

(1)5C以 下の低温経過量は年により差があるので地方の温度を記録しておくこと。

121 ハウスビニールは早期被覆であるので冬枯れ防止にもなる。しかし乾燥 した場合は海水する。

(3)収 量と質の水準を高度にするため、この外に株作り、芽仕立の技術、奇形果防止のための訪

花昆虫の活用、地力の増進方法などを組み合わせること。

ω 品 種はダナT(ウ イルスクリー株 )殺植株数 10a当 り8,000株前後の場合とする。

4 試 験成績の概要          ||!     !

(1)試 験課題名  半 促成イチゴのビ土―ル被覆時期試験  .

(幼 試 験年次および場所  昭 和 51年 ・岩手園試南部分場    ■ .

(3)試 験方法             !  ・

試験区、外部被稜ど12月 1'0日たし、内部保温、 12月 10日 株冷、12月 10日 OA、

12月 10日 、12月 210日、12月 30白 、1月 10自 、1月 20日 、1月30

日の 3区        l   i

品種 イ ナー、報植距撃 lP5切 本
18cれ 、 10a当 8,230株 、定植 9月 19日 、苗重

・
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10本 重 320″ 、密蜂使用

の 試 験結果

o 内 部保温の時期が草型 (草高、葉面積等 )に影響じt保 温時期が遅れるほど車高が大き

くなることが認められた。

収量、品質と車高との関連をみると草高 23伽 位の 1月 10日 内部保温区が優れ、次に

草高 20筋 位の 12月 30日 区、次いで草高 26筋 位の 1月 20区 、草高 27筋 位の 1

月31日 区が良かった。

革高 12～ 14切 の 12月 fO■ 区は収童、品質とも劣る結果を示した。特にGA 10

ppコ 区は 1時無処理区よりも生育が旺んであったが生長は長続きせず、無処理の12

月10日 区エタ結果が悪かった。

株冷区は草高 20あ 位で、果実の質は極あて良かったが果数確保ができず収量は低い方

であった。

収穫期については、 12月 10日 OA処 理区が最も早く、lX穫の主体は4月であった。

12月 10日 無処理区も4月が主体であった。株冷区12月 20日 区、 12月 30日 区

は4月 と5月 にほほ同程度に収穫がまたがり、 1月 10日 区、1月 20区 、 1月 30日

の各区は5月の収量の方が多く、 1月 10日 <1月 20曰 く1月 30日 の順で5月の収

盛割合が多かった。                               .

各区とも第 2次展葉、第 2次花房の抽出、開花がみられ6月に入り第2次lX8が みられ

たも(試験成績表には6月分は肖U除してある)        ,

& 主 要成果の具体的データ (生 育 )

内 部 保 温

収穫期又は収穫直前 第1次

発生

花房

開花始 第 1次収穫期間第 1 次 葉

革高 葉柄長 葉房長 X葉 巾

12月10日株冷

12月10日無処理

12月10日 OA

12月20日

1 2月8 0日

1 月1 0 日

1 月2 0 日

1月30日

伽

19.6

14.3

12.3

18.8

20.2

22.8

26.1

27.3

ご″

14.2

10,6

8 . 3

13.8

15。3

16.8

18_3

1 9 . 7

Cれ   C何

8 2 × 7 . 9

6.2  x  5。 8

6 5  X 5 . 8

7.4  ×   7,2

7.9  x  7.4

8,3  X  7.9

8.9  X  8.5

9,O  X  8,3

4 。3

5 。6

5 . 2

6 . 6

6 . 5

6 . 3

7 . 8

7 . 0

月 日
2 . 3

1 .29

1 . 1 2 2

2 . 4

2 。 1 1

2 .17

2.26

3 . 2

月 日 月 日 月 日 月 日
A 3 . 1 3 ～5 3 2 2 B 4 . 9 ～ 5 。3 1

A 3 i 1 2 ～ 5 . 7  B 4 3 8 ～ 5 . 3 1

A 3 。9 ～ 5 。1 4 B 3 . 2 2 ～ 5 , 3 1

A 3 . 2 6 ～ 5 。2 2 B 4 . 1 2 ～ 5 。3 1

A4 .5 -5 。 28 B 4.16-5 。 31

A 4 . 5 ～5 . 2 8 B 4 , 1 6 - 5 . 3 1

A 4 。1 2 ～5 . 2 8 B 4 . 1 0 ～ 5 。3 1

A 4 . 1 2 ～ 5 . 2 8 B 4 . 2 2 ～ 5 。3 1

(A区 は中央部の略、B区はサイドの略)
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